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室・部・課長 課　長　代　理 職　　　　　　員
係　　長 一　　般　　職

企
画
管
理
部

部 長 岡　本　保　之
次 長 竹　腰　公　俊

企画管理課長 （兼）岡本保之 課長待遇
岡田　　悟

課長待遇
市堰奈々美 門田　　勝

総 務 課 長 （兼）竹腰公俊 課長待遇
山元恵理子 寺島　良恵 松居　捺生

審 査 課 長 竹内　信一
監 査 室 長 高　松　善　一

令和５年度 職員配置表
令和５年４月１日現在

金

融

共

済

部

部 長 竹　沢　英　二

次 長
村　田　伸　宏
樋　爪　浩　史

貯 金 為 替 課 長 （兼）村田伸宏 橋本　佳子 畑野　美里 小松　真琴
融 資 課 長 北條　雅俊 高長　秀和 山田　順平
共 済 普 及 課 長 （兼）樋爪浩史 森田　将平 鈴木　健士
共 済 業 務 課 長 井上　学 戸田　伸司 坪内　正美 土倉健太郎

●店長・地区長・センター長

営
　
農
　
経
　
済
　
部
　
　
　
　
寺
　
井
　
直
　
人

部 　 長 寺　井　直　人

次 長
鈴　木　健　一
竹　内　良　一

鈴
　
木
　
健
　
一

営 農 指 導 課 長
＊ TAC 高田　勝弘

野崎　真也 ＊野岸  秀旭 宮腰さつき 土谷　一貴
＊宮腰　  昇 ＊北林  大佑 ＊安吉  弘宣
＊菊本  壮宏 ＊堀川  秀幸 ＊高橋  知照 ＊沖　  晋吾

生 産 販 売 課 長 蔵町　博史 兼 野菜担当
岡本　昭宏 塩谷　好美

園 芸 特 産 課 長 岡本　昭宏 （兼）野岸秀旭 竹腰　桂二
菜っちゃん新湊店 ●（嘱託）竹内哲二
菜っちゃん太閤山店 若林小百合 ●（嘱託）中村昭信

営 農 施 設 課 長 福田　隆志
小 杉 地 区 ●吉岡　祐樹（兼）竹内健祐 佐々木　秀
射 水 地 区 ●（待）薬師一徳 釣　多香子 （兼）阿原龍之介
新 湊 地 区 ●（待）竹内直樹（兼）野崎真也 （兼）横山和矢
下 地 区 ●（兼）大坪　力 （兼）水口　天

物 流 課 長 （兼）鈴木健一
小杉物流センター

●大坪　　力
竹内　健祐 水口　　天

東部物流センター 皆川　麻実
南郷物流センター ●中出錦之介 阿原龍之介 横山　和矢

竹
　
内
　
良
　
一

農 業 機 械 課 長 吉本　篤史
新湊農機センター ●大塚　　稔 土合　健太 米田　賢汰
小杉農機センター ●高長　英一 島倉　昌也
いみず野農機センター ●（兼）吉本篤史 炭谷　靖雄 稲守　紘希

経 済 課 長 （兼）竹内良一 福田真理子
旅行センター ●肥田　知久
生活センター ●（兼）竹内良一 （兼）肥田知久

燃 料 課 長 （兼）竹内良一
射水燃料センター ●砂田　智広 渋谷　大輔
LPG セ ン タ ー ●（兼）竹内良一 （兼）渋谷大輔

車 両 課 長 古岡　和也
須藤　寿徳 竹内　和也 本林　誠朗 高松　裕史 竹腰　哲也 籠谷　　洋

松木　浩良
四十谷勇哉
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支　店　長　・　次　長 支　店　長　代　理 職　　　　　　員
係　　長 一　　般　　職

小 杉 支 店 長 寺西　　敏
（＊宮腰　　昇） 栗原　伸晃 松長　桂佑 秋本　　薫 山田　千尋

樋爪　美和 柴田　雅紀 荒井　隆志 山本さくら
次　長 川口　恵吾 小林　玲奈

太 閤 山 支 店 長 坂野　広樹
（＊北林　大佑） 奥村　裕美 前川　弥生 古澤　奈々 中川　千夏

森田　彩香 前田　康孝 梶　今日香 塚田　夢菜
次　長 青島　吉彦

三 島 野 支 店 長 竹島　正英
徳井　里美 南　　克美 髙橋亜紀子 廣田　純果 高岡　航大

（＊高橋　知照） 吉田　　剛 板谷　華奈
次　長 大木太恵志

南 郷 支 店 長 稲垣　勝一
草野　雅信 深澤　真理 高松　　愛 山中　直子 石黒　温子

川原　優介 伊藤心之介 （＊沖　　晋吾） 脇　ひなの
次　長 髙橋　　哲

大 島 支 店 長 南本　博明 金瀬　智紀 林原　智寿 庄司　美幸 大坪明日香
次　長 山崎　　誠 関　　匡志 竹田希莉亜

大 門 支 店 長 小竹　隆雄
柿澤真由美 湯沢啓伊子 竹垣　星哉 山本　彩音
徳井　勝彦 源明　史也 七澤　咲菜

新 湊 支 店 長 矢後　大輔
高木　浩之 藤森　優太 宮脇　亜未 柳原　圭吾
米本　由佳 高井未来里

新 湊 南 支 店 長 高島　幸治
小林富士子 藍口　将司 石黒日出光 渋谷　侑希

（＊菊本　壮宏） 高田　優子 中屋結梨花 大西　理菜
次　長 北本　祥一 法土明日香

東 部 支 店 長 桃井　　章
高木　弥生 （＊堀川　秀幸） 宮原　悠輔 吉田　　愛 浅井華奈子 蔭浦　望香
奥村　大輔 土田　麻実 大代　達哉 原崎　　麗

次　長 稲垣　紀昭

玉井　　明（営農経済部長） 吉久　敬治（営農経済部 次長）

宮崎佳世子（南郷支店 支店長代理） 川西久美子（片口支店 支店長代理）

射水市再生協議会 竹沢　欣子 中橋　雅彦

定年退職（令和５年３月 31 日付）

＊ TAC（Team for Agricultural Coordination）
　　　　　…TAC とは、担い手（重点顧客）の対応を専門とし、訪問活動、経営相談、事業提案などの充実に貢献する担当者。
注１）臨時・派遣職員除く
注２）４月８日（土）をもって片口支店、堀岡支店はそれぞれ小杉支店、東部支店に統合いたしました。

～長い間お世話になりありがとうございました～

第23回 第23回 通常総代会開催通常総代会開催のお知らせのお知らせ

令和５年５月27日（土）午後２時より日　時

場　所 射水市小杉文化ホール ラポール
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水

上

伊
勢
領

上
新
西
部

上
新
東
部

白

銀
錦

本
中
町

常

田

高

寺

愛

宕

新
三
ケ

高
穂
西
部

高
穂
東
部

木
舟
町

市
姫
・
三
共

西
楠
町

鍛
冶
屋
第
１

鍛
冶
屋
第
２

末
永
町

北
手
崎

手
崎
西
部

手
崎
東
部

皆
　
元
　
　
　
洋

川
　
腰
　
伸
　
一

殿
　
村
　
　
　
茂

加
　
賀
　
誠
　
治

岩
　
崎
　
晃
　
嗣

下
　
条
　
一
　
幸

中
　
本
　
幸
　
男

倉
　
田
　
昭
　
一

宮
　
腰
　
淳
　
夫

谷
　
　
　
正
　
旨

横
　
山
　
勝
　
巳

老
　
田
　
久
　
信

室
　
江
　
克
　
己

加
　
部
　
栄
　
次

平
　
野
　
義
　
治

末
　
永
　
正
　
尚

石
　
黒
　
清
　
治

石
　
黒
　
優
　
二

末
　
永
　
　
　
均

小
　
坂
　
俊
　
雄

角
　
田
　
茂
　
樹

竹
　
腰
　
清
　
文

藤
　
　
　
美
津
夫

杉
　
谷
　
　
　
努

森
　
田
　
　
　
斉

川
　
筋
　
邦
　
夫

吉
　
田
　
修
　
一

森
　
田
　
達
　
二

袋
　
谷
　
将
　
憲

大
　
杉
　
栄
　
次

西
　
尾
　
　
　
博

中
　
道
　
　
　
実

三
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保
　
彦
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橋
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田
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岩
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憲
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橋
　
善
　
浩

津
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英
　
男

島
　
田
　
義
　
仁

寺
　
林
　
繁
　
雄

金
　
瀬
　
伸
　
一

宮
　
林
　
昌
　
幸

吉
　
田
　
文
　
一
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野
　
泰
　
志

三
　
島
　
弘
　
之

密
　
　
　
　
　
明

藤
　
井
　
匡
　
洋

宮
　
長
　
広
　
和

道
　
古
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南
　
　
　
隆
　
義
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康
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松
　
本
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犀
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哲
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塚
　
正
　
章

市
　
堰
　
文
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寺
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弘
　
一

才
　
藤
　
康
　
宏
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本
　
治
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中
　
屋
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之

筏
　
井
　
敏
　
雄

中
　
橋
　
正
　
次

江

上

針

原

大
江
代
表

大
江
代
表

大
江
1

大
江
2

大
江
3

大
江
4

大
江
5

鷲
塚
代
表

鷲
塚
1

鷲
塚
2

鷲
塚
3

小
杉
白
石
代
表

小
杉
白
石
１

小
杉
白
石
２

小
杉
白
石
３

小
杉
白
石
４

小
杉
白
石
５

西
高
木
代
表

西
高
木
1

西
高
木
2

西
高
木
3

稲
積
代
表

稲
積
1

稲
積
2

稲
積
3

片

口

高

場

古
高
場

久
々
江

黒
河
１

黒
河
２

黒
河
３

黒
河
４

黒
河
４
︱
２

黒
河
５

黒
河
６

黒
河
７

黒
河
８
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河
９
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河
10
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河
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河
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上
谷

青
井
谷
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１
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井
谷
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２
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井
谷
第
３
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井
谷
第
４

青
井
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５
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浄
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寺
第
１

浄
土
寺
第
２
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寺
第
３

上
野
第
１

上
野
第
２

上
野
第
３
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第
４
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野
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野

椎

土

山
本
新
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代

五
歩
一

大
白
１

大
白
２

二
ノ
井
１

二
ノ
井
２

赤
田
１

赤
田
２

下
条
新

二

口 

二

口 

中

村

大
門
本
江

棚

田

安

吉

本
田
・
下
若 

水
戸
田
西
区

水
戸
田
中
区

水
戸
田
東
区

生
源
寺
東
部

生
源
寺
中
部

生
源
寺
西
部

鎧

塚

市

井

若

林

竹

鼻

開

口
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上
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上
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１

小
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店
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閤
山
支
店

三
島
野
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店

舛
　
本
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田
　
中
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昭

田
　
中
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和
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実

中
　
島
　
博
　
之
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目
　
利
　
幸

夏
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茂

中
　
野
　
博
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義
　
弘

米
　
田
　
昌
　
裕

高
　
橋
　
賢
　
治
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與
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之
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信
　
行

加
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勝
　
久

高
　
田
　
浩
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高
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焼
　
田
　
良
　
和

牧
　
野
　
久
　
雄

嶋
　
　
　
周
　
一

高
　
田
　
信
　
明

前
　
花
　
康
　
博

古
　
野
　
　
　
勉

石
　
黒
　
　
　
誠

西
　
田
　
俊
　
之

宮
　
林
　
正
　
男

野
　
村
　
慎
　
一

宮
　
脇
　
清
　
次

砂
　
田
　
義
　
明

宮
　
越
　
忠
　
雄

北
　
林
　
勝
　
実

長
谷
川
　
淳
　
一

和
　
田
　
　
　
敬

舩
　
守
　
勝
　
之

小
　
倉
　
　
　
優

広
上
第
２

上

条
島

堀

内

土
合
第
１

土
合
第
２

土
合
第
３

本

村

西

村

小
泉
第
１

小
泉
第
２

牧

田

布
目
沢

円

池

荒

町

松

原

宮
新
田

新

田

大
久
保

竹

原

梅
ノ
木

山
ノ
谷

今
開
発

本
開
発

新
開
発

赤

井

鳥

取

南
高
木

北
高
木

小

林

八

塚

小

島

中

野

若

杉

大
島
北
野

西

園 大
島
支
店

南
郷
支
店

令
和
５
年

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
産
組
合
長
名
簿
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「
富
富
富
（
ふ
ふ
ふ
）
」
の
お
に
ぎ
り
が
三
月
に
、

「
富
富
富
（
ふ
ふ
ふ
）
」
の
お
に
ぎ
り
が
三
月
に
、

大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
の
ロ
ー
ソ
ン
で
全
国
発
売

大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
の
ロ
ー
ソ
ン
で
全
国
発
売

さ
れ
た
。
一
カ
月
の
期
間
限
定
と
は
い
え
、
ロ
ー
ソ

さ
れ
た
。
一
カ
月
の
期
間
限
定
と
は
い
え
、
ロ
ー
ソ

ン
は
全
国
に
約
一
万
四
〇
〇
〇
店
舗
も
あ
る
。
店
を

ン
は
全
国
に
約
一
万
四
〇
〇
〇
店
舗
も
あ
る
。
店
を

訪
れ
た
日
本
中
の
人
の
目
に
と
ま
る
わ
け
で
、
富
山

訪
れ
た
日
本
中
の
人
の
目
に
と
ま
る
わ
け
で
、
富
山

県
民
と
し
て
は
大
変
う
れ
し
い
話
題
だ
っ
た
。

県
民
と
し
て
は
大
変
う
れ
し
い
話
題
だ
っ
た
。

冒
頭
に
「
富
富
富
（
ふ
ふ
ふ
）
」
と
書
い
た
の
に
は

冒
頭
に
「
富
富
富
（
ふ
ふ
ふ
）
」
と
書
い
た
の
に
は

わ
け
が
あ
る
。

わ
け
が
あ
る
。

富
山
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
赤
く
す
っ
き
り
し

富
山
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
赤
く
す
っ
き
り
し

た
文
字
で
書
か
れ
た
「
富
富
富
」
の
袋
を
あ
ち
こ
ち

た
文
字
で
書
か
れ
た
「
富
富
富
」
の
袋
を
あ
ち
こ
ち

で
見
か
け
る
し
、
「
思
わ
ず
ふ
ふ
ふ
」
と
い
う
楽
し

で
見
か
け
る
し
、
「
思
わ
ず
ふ
ふ
ふ
」
と
い
う
楽
し

く
て
ほ
ほ
え
ま
し
い
フ
レ
ー
ズ
も
耳
に
な
じ
ん
で
い

く
て
ほ
ほ
え
ま
し
い
フ
レ
ー
ズ
も
耳
に
な
じ
ん
で
い

る
。
だ
か
ら
、
富
山
に
住
む
人
は
「
富
富
富
」
が
「
ふ

る
。
だ
か
ら
、
富
山
に
住
む
人
は
「
富
富
富
」
が
「
ふ

ふ
ふ
」
だ
と
い
う
こ
と
を
、
み
ん
な
知
っ
て
い
て
当

ふ
ふ
」
だ
と
い
う
こ
と
を
、
み
ん
な
知
っ
て
い
て
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
。

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
全
国
的
に
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
。

し
か
し
、
全
国
的
に
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
。

日
本
に
は
都
道
府
県
ご
と
に
、
そ
の
土
地
や
気
候

日
本
に
は
都
道
府
県
ご
と
に
、
そ
の
土
地
や
気
候

に
合
わ
せ
て
開
発
さ
れ

に
合
わ
せ
て
開
発
さ
れ

た
ブ
ラ
ン
ド
米
が
あ
る
。

た
ブ
ラ
ン
ド
米
が
あ
る
。

そ
の
数
は
「
三
〇
〇
」
を

そ
の
数
は
「
三
〇
〇
」
を

超
え
る
と
も
言
わ
れ
る

超
え
る
と
も
言
わ
れ
る

が
、
た
い
て
い
は
生
産

が
、
た
い
て
い
は
生
産

量
が
少
な
く
、
全
国
的

量
が
少
な
く
、
全
国
的

な
知
名
度
は
そ
れ
ほ
ど

な
知
名
度
は
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
。
だ
か
ら
こ

高
く
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
ロ
ー
ソ
ン
は
、
こ
う

そ
ロ
ー
ソ
ン
は
、
こ
う

し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
の
お

し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
の
お

い
し
さ
を
全
国
の
人
に

い
し
さ
を
全
国
の
人
に

伝
え
た
い
と
、
「
日
本
お
こ
め
ぐ
り
」
と
銘
打
つ
企

伝
え
た
い
と
、
「
日
本
お
こ
め
ぐ
り
」
と
銘
打
つ
企

画
を
展
開
し
た
の
だ
と
い
う
。

画
を
展
開
し
た
の
だ
と
い
う
。

「
富
富
富
」
の
お
に
ぎ
り
は
、
牛
し
ぐ
れ
煮
を
具

「
富
富
富
」
の
お
に
ぎ
り
は
、
牛
し
ぐ
れ
煮
を
具

に
し
た
も
の
な
ど
三
種
類
。
県
庁
で
開
い
た
発
売
会

に
し
た
も
の
な
ど
三
種
類
。
県
庁
で
開
い
た
発
売
会

見
で
、
ロ
ー
ソ
ン
の
責
任
者
は
「
味
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

見
で
、
ロ
ー
ソ
ン
の
責
任
者
は
「
味
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

強
い
肉
料
理
に
も
、
こ
の
米
は
負
け
な
い
」
と
太
鼓
判

強
い
肉
料
理
に
も
、
こ
の
米
は
負
け
な
い
」
と
太
鼓
判

を
押
し
、
新
田
八
朗
知
事
も
牛
し
ぐ
れ
煮
の
お
に
ぎ

を
押
し
、
新
田
八
朗
知
事
も
牛
し
ぐ
れ
煮
の
お
に
ぎ

り
を
お
い
し
そ
う
に
試
食
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ン

り
を
お
い
し
そ
う
に
試
食
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ン

プ
ル
な
塩
む
す
び
や
、
富
山
県
民
が
愛
し
て
や
ま
な

プ
ル
な
塩
む
す
び
や
、
富
山
県
民
が
愛
し
て
や
ま
な

い
昆
布
の
お
に
ぎ
り
も
絶
品
だ
。
Ｊ
Ａ
全
農
と
や
ま

い
昆
布
の
お
に
ぎ
り
も
絶
品
だ
。
Ｊ
Ａ
全
農
と
や
ま

の
細
田
勝
二
会
長
も
満
足
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
た
。

の
細
田
勝
二
会
長
も
満
足
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
た
。

な
に
よ
り
も
販
売
期
間
が
、
ち
ょ
う
ど
桜
の
シ
ー

な
に
よ
り
も
販
売
期
間
が
、
ち
ょ
う
ど
桜
の
シ
ー

ズ
ン
に
重
な
っ
た
の
が
幸
い
だ
っ
た
。
全
国
津
々

ズ
ン
に
重
な
っ
た
の
が
幸
い
だ
っ
た
。
全
国
津
々

浦
々
で
、
お
花
見
の
お
供
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た

浦
々
で
、
お
花
見
の
お
供
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
富
山
米
の
フ
ァ
ン
の
一
人

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
富
山
米
の
フ
ァ
ン
の
一
人

と
し
て
、
ロ
ー
ソ
ン
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

と
し
て
、
ロ
ー
ソ
ン
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

さ
て
、
「
富
富
富
」
は
環
境
に
優
し
く
、
気
候
変

さ
て
、
「
富
富
富
」
は
環
境
に
優
し
く
、
気
候
変

動
や
病
気
に
も
強
い
と
い
う
美
点
が
あ
る
。
こ
の
米

動
や
病
気
に
も
強
い
と
い
う
美
点
が
あ
る
。
こ
の
米

を
い
つ
か
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
代
わ
る
主
力
に
し

を
い
つ
か
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
代
わ
る
主
力
に
し

よ
う
と
本
気
で
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
首
都
圏
を
は

よ
う
と
本
気
で
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
首
都
圏
を
は

じ
め
全
国
の
人
た
ち
に
、
ま
ず
存
在
を
知
っ
て
い
た

じ
め
全
国
の
人
た
ち
に
、
ま
ず
存
在
を
知
っ
て
い
た

だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
生
産
量
を
増
や
し
な
が

だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
生
産
量
を
増
や
し
な
が

ら
、
あ
の
手
こ
の
手
の
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
て
い
く
こ

ら
、
あ
の
手
こ
の
手
の
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

道
は
険
し
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
「
日
本
お
こ
め
ぐ

道
は
険
し
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
「
日
本
お
こ
め
ぐ

り
」
シ
リ
ー
ズ
に
選
ば
れ
た
米
は
、
著
名
な
お
米
マ

り
」
シ
リ
ー
ズ
に
選
ば
れ
た
米
は
、
著
名
な
お
米
マ

イ
ス
タ
ー
も
高
く
評
価
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
な
の
だ

イ
ス
タ
ー
も
高
く
評
価
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
な
の
だ

と
い
う
。
自
信
を
も
っ
て
よ
い
と
思
う
。

と
い
う
。
自
信
を
も
っ
て
よ
い
と
思
う
。

第
12
回
「
富
富
富（
ふ
ふ
ふ
）」

そ
の
魅
力
を
全
国
に

日
本
農
業
新
聞
富
山
通
信
部

日
本
農
業
新
聞
富
山
通
信
部

ラ
イ
タ
ー

ラ
イ
タ
ー    

    

本
田
本
田  

光
信
光
信

ESSAY
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われら

アグリ応援団
発売会見で「富富富」のおにぎり
を手にする新田知事と関係者

新
湊
支
店

矢
　
野
　
昌
　
彦

二
　
口
　
正
　
吉

野
　
村
　
兼
　
治

老
　
野
　
信
　
幸

豊
　
本
　
正
　
成

滝
　
内
　
一
　
雄

佐
　
伯
　
一
　
郎

岸
　
　
　
敏
　
博

和
　
田
　
敏
　
雄

浦
　
上
　
慶
　
司

川
　
西
　
　
　
勝

塚
　
原
　
正
　
人

澤
　
村
　
哲
　
男

津
　
田
　
浩
　
幸

川
　
東
　
茂
　
幸

竹
　
脇
　
　
　
進

堀
　
川
　
　
　
徹

大
　
橋
　
克
　
彦

宮
　
谷
　
博
　
之

橋
　
爪
　
明
　
雄

髙
　
島
　
辰
　
夫

竹
　
橋
　
　
　
茂

関
　
　
　
　
　
晃

北
　
川
　
義
　
則

永
　
森
　
武
　
志

野
　
口
　
安
　
正

若
　
林
　
　
　
傑

遠
　
藤
　
春
　
樹

野
　
上
　
正
　
博

近
　
藤
　
浩
　
昭

並
　
川
　
宏
　
英

萩
　
野
　
康
　
彦

岡
　
田
　
洋
　
朗

前
　
川
　
克
　
己

山
　
崎
　
竹
　
次

水
　
口
　
美
喜
男

刑
　
部
　
邦
　
広

島
　
倉
　
　
　
博

岩
　
木
　
　
　
太

表
　
　
　
岳
　
宏

増
　
山
　
厚
　
史

須
　
藤
　
　
　
司

宮
　
腰
　
知
　
倫

大
　
窪
　
直
　
樹

森
　
　
　
重
　
宗

島
　
倉
　
和
　
彦

関
　
井
　
保
　
博

川
　
尻
　
登
美
子

片
　
口
　
和
　
美

中
　
野
　
か
ず
み

舘
　
　
　
　
　
清

鈴
　
木
　
公
　
平

森
　
山
　
哲
　
充

寺
　
島
　
　
　
修

小
　
西
　
秀
　
幸

須
　
田
　
敏
　
行

田
　
中
　
美
　
憲

三
　
原
　
清
　
忠

南
　
　
　
市
　
彦

浦
　
元
　
康
　
夫

石
　
黒
　
隆
　
之

五
十
嵐
　
　
　
晃

赤
　
江
　
寿
美
雄

野
　
口
　
昌
　
二

石
　
庭
　
文
　
男

川
　
野
　
　
　
修

脇
　
山
　
宗
　
義

善
光
寺

放
生
津

法
土
寺

中

部

四
日
曽
根

西

部

寺
塚
原

沖
塚
原

朴

木

松

木

川

口

宮

袋

坂

東

作

道

野

村

殿

村

津
幡
江

今

井
沖

鏡

宮

高

嶋

布

目

高

木

久
々
湊

１
区
（
加
茂
中
部
）

２
区
（
加
茂
中
部
）

３
区
（
加
茂
中
部
）

４
区
（
加
茂
中
部
）

５
区
（
加
茂
中
部
）

６
区
（
加
茂
中
部
）

７
区
（
加
茂
東
部
）

８
区
（
加
茂
東
部
）

９
区
（
三　
　

箇
）

10
区
（
三　
　

箇
）

11
区
（
山　
　

屋
）

12
区
（
白　
　

石
）

13
区
（
白　
　

石
）

14
区
（
白　
　

石
）

15
区
（
白　
　

石
）

16
区
（
白　
　

石
）

17
区
（
摺 

出 

寺
）

18
区
（
摺 

出 

寺
）

19
区
（
八　
　

講
）

20
区
（
小　
　

杉
）

練

合

七

軒

東

町

中

町

西

町

浜

開

中

野

八

島

穴

場

野

寺

柳
瀬
新

柳

瀬

二
十
六
町

本
江
西
部

本
江
東
部

本
江
中
部

足

洗

針
山
北
部

針
山
南
部

道

番

中

新

東

町

射
水
町

新
湊
南
支
店

東
部
支
店

ローソンが 3 月に販売した
「富富富」のおにぎり

5　いみず野だより



◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
４
年
度
の
決
算
概
要
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
５
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

ⅰ
）
金
融
共
済
部
事
業
計
画

　
　
　
　
　
　

ⅱ
）
営
農
経
済
部
事
業
計
画

　
　
　
　
　
　

ⅲ
）
総
合
事
業
計
画

第
三
号
議
案
　
総
代
会
開
催
日
・
事
前
説
明
会
開
催
日
程
と
弁
償
費
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
第
23
回
通
常
総
代
会
附
議
議
案
決
定
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
経
済
事
業
に
か
か
る
理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　
融
資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
七
号
議
案
　
令
和
４
年
度
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

第
八
号
議
案
　
大
口
貸
出
金
の
申
込
に
つ
い
て

第
九
号
議
案
　
信
用
事
業
規
程
及
び
信
用
事
業
方
法
書
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
十
号
議
案
　
余
裕
金
運
用
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

第
十
一
号
議
案
　
小
杉
大
豆
・
麦
乾
燥
調
製
施
設
再
編
工
事
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

一
、　
令
和
５
年
度
会
計
監
査
人
の
選
任
（
再
任
の
適
否
）
に

つ
い
て

二
、　
令
和
５
年
度
会
計
監
査
人
の
監
査
報
酬
の
評
価
・
検
証

及
び
同
意
の
適
否
に
つ
い
て

三
、　
令
和
４
年
度
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
に
か
か
る

監
事
監
査
調
書
（
素
案
）
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、　
令
和
４
年
度
２
月
末
実
績
に
つ
い
て

二
、　
　
〃　
　

第
４
四
半
期
理
事
会
附
議
大
口
融
資
の
残
高
推
移
に
つ
い
て

三
、　
　
〃　
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組
結
果
に
つ
い
て

四
、　
　
〃　
　

下
期
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
に
つ
い
て

五
、　
　
〃　
　

自
主
検
査
結
果
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

六
、　
　
〃　
　

個
人
情
報
保
護
計
画
の
取
組
結
果
に
つ
い
て

七
、　
　
〃　
　

第
４
四
半
期
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
運
用
実
績
に
つ
い
て

八
、　
　
〃　
　

第
４
四
半
期
事
務
ミ
ス
報
告

九
、　
　
〃　
　

下
期
理
事
等
と
の
利
益
相
反
取
引
に
か
か
る
報
告

十
、　
　
〃　
　

第
４
四
半
期
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告

十
一
、　
〃　
　

第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

十
二
、　
〃　
　

下
期
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

十
三
、　
〃　
　

組
合
員
加
入
脱
退
状
況
に
つ
い
て

十
四
、　
〃　
　

固
定
資
産
の
取
得
状
況
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、　
下
期
内
部
監
査
実
施
報
告
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

− 
第
11
回
定
例
理
事
会 

−
− 

第
９
回
監
事
会 

−

日
時
：
令
和
５
年
３
月
24
日（
金
）

　
　
　
午
後
２
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

３
階
大
ホ
ー
ル

日
時
：
令
和
５
年
３
月
24
日（
金
）

　
　
　
午
後
４
時
50
分
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

２
階
会
議
室

役
員
会
だ
よ
り

＊（　）内の数字は前年同期比

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和 5 年３月末日）
正組合員数 5,104 人　
 （△  75 人）
准組合員数 7,609 人　
 （△  502 人）
みなさまの貯金高 1,373 億 55 百万円　
 （△ 21 億 27 百万円）
みなさまへの貸出金 290 億 40 百万円　
 （ 　 1 億 34 百万円）
長期共済保有高 2,543 億 53 百万円　
 （△ 98 億  7 百万円）
購買品供給高 4 億円　
 （62 百万円）
販売品販売高 22 百万円　
 （△ 6 百万円）

令和５年５月 27 日（土）開催予定の第 23 回通常総代会の事前説明会を、
下記の日程で開催します。総代の皆様のご出席をお願いいたします。

第23回 第23回 通常総代会通常総代会事前説明会事前説明会
開催のご案内開催のご案内

総代の皆様へ

日　　時 場　　　　所 対　象　総　代

５月 17日（水）午前 10 時 JA いみず野 小杉支店
2 階ホール

小杉・太閤山支店管内
総代 150 名

５月 17日（水）午後２時 JA いみず野 本店
3 階大ホール

三島野・南郷・大島・大門支店管内
総代 182 名

５月 18日（木）午前 10 時 JA いみず野 新湊南支店
2 階ホール

新湊・新湊南・東部支店管内
総代 168名

いみず野だより　6



女性部だより女性部だより

新
緑
鮮
や
か
に
山
も
い
き
い
き
と
息

づ
い
て
い
る
昨
今
で
す
。

日
頃
よ
り
女
性
部
活
動
に
ご
支
援
賜

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

長
期
化
、
急
速
な
円
高
の
進
行
で
、
日

本
で
は
食
材
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い

ま
す
。
食
料
や
肥
料
の
多
く
を
輸
入
に

依
存
し
て
い
る
日
本
の
危
う
さ
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分

た
ち
の
食
べ
る
も
の
は
自
分
た
ち
で
作

る
「
地
産
地
消
」
か
ら
「
国
消
国
産
」

と
い
う
考
え
方
が
い
ま
、
改
め
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

健
全
な
食
生
活
、
地
域
の
食
文
化
の
伝

承
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
農
業

体
験
を
通
し
て
の
食
農
教
育
。
親
子
で

お
う
ち
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
創

意
工
夫
・
料
理
の
ア
イ
デ
ア
考
案
普
及
、

子
供
た
ち
の
自
主
性
に
取
り
組
み
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
雨
傘
エ
コ
バ
ッ

グ
作
り
で
レ
ジ
袋
の
削
減
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
高
齢
者
支
援
活

動
に
も
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

今
年
は
富
山
県
Ｊ
Ａ
女
性
部
組
織
の

結
成
70
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
「
食
で
心
も
体
も
幸
せ

に 

と
や
ま
か
ら
広
げ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
～
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
幸
せ
の
基

盤
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
食
育
推
進
全
国

大
会
が
６
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）に

富
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
行
事
が
開
催
さ
れ
る
な
か
、

今
年
度
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
が

徐
々
に
解
か
れ
て
い
き
大
変
忙
し
い
年

に
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
企
画

が
な
け
れ
ば
前
に

進
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ど
う
か

部
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い

す
る
と
共
に
Ｊ
Ａ

組
織
や
関
係
各
位

の
ご
支
援
と
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

５
月
15
日（
月
）
〜
19
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

家
庭
菜
園
教
室

　
　

30
日（
火
）
助
け
合
い
組
織
定
例
会

今
後
の
日
程

３
月
に
入
り
、
女
性
部
各
支
部
で
は
総

会
が
行
わ
れ
、
本
部
総
会
も
18
日（
土
）

に
本
店
第
２
事
務
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
も
４
度
目
。
行
動
制

限
が
徐
々
に
解
除
さ
れ
て
い
く
過
渡
期
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
縮
小
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

上
程
議
案
２
案
が
無
事
可
決
さ
れ
、
す

で
に
新
年
度
へ
の
活
動
に
向
け
て
の
活
動

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｊ
Ａ
女
性 

想
い
を
ひ
と
つ
に 

か
な

え
よ
う
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
向

か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
を
拠
り
ど
こ

ろ
に
、
メ
ン
バ
ー
が
思
い
を
一
つ
に
し
、

実
現
す
る（
か
な
え
る
）こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

《
新
年
度
役
員
》

部　
長　
犀
藤　
秋
美
（
本　
部
）

副
部
長　
前
川
美
智
子
（
片　
口
）

　
〃　
　
田
形　
一
美
（
南　
郷
）

会　
計　
塚
本　
昭
子
（
小
杉
三
ケ
）

書　
記　
宮
腰
久
仁
子
（
小
杉
戸
破
）

広　
報　
舛
田
佳
志
江
（
二　
口
）

委　
員　
柄
戸
二
三
代
（
小
杉
大
江
）

　
〃　
　
臍
嶋　
悦
子
（
水
戸
田
）

顧　
問　
河
岸　
芳
美
（
本　
部
）

3
月
13
日（
月
）本
店
第
２
事
務
所
で
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
程
議
案
２
案

が
無
事
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
稲
垣
美
雪
会

長
は
、
会
員
も
年
々
高
齢
化
し
て
行
く
中

で
活
動
の
難
し
さ

が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
会
員

も
参
加
者
も
と
も

に
「
助
け
、
助
け

ら
れ
」
る
睦
ま
じ

い
活
動
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
結

ば
れ
ま
し
た
。

《
新
年
度
役
員
》

会　
長　
稲
垣　
美
雪
（
本　
　
部
）

副
会
長　
畠
中　
敏
子
（
す
ぎ
っ
こ
）

書　
記　
森
田　
裕
子
（
と
ね
り
こ
）

監　
事　
石
川　
芳
子
（
と
ね
り
こ
）

　
　
　
　
平
野　
明
美
（
に
じ
の
会
）

女
性
部
長
あ
い
さ
つ

女
性
部
長
あ
い
さ
つ

新
年
度
に
よ
せ
て

新
年
度
に
よ
せ
て

女
性
部
長
　
犀
藤

女
性
部
長
　
犀
藤  

秋
美
秋
美

本
部
総
会
終
了

助
け
あ
い
組
織

「
い
み
ず
の
」総会

終
了

7　いみず野だより



❷ 廃棄農薬❷ 廃棄農薬
正しく分離しましょう！（処理の方法が違う場合があります）

しっかりした箱に詰めてください！

回収経費

▲分類ごとに、一箱最高約20㎏前後の重量単位とし、しっかりとした箱に詰めて
ください。（搬入、搬出、輸送中に農薬が漏れないように）
▲箱のふたは、しないでください。

▲１㎏に満たなくても、300円とします。
▲特殊農薬（クロールピクリン・水銀剤の回収経費については、別途相談させて
いただきます。）

回収経費（300円／㎏税込）

●正しく分類、箱詰めされていないもの
●異物が混入しているもの
●スプレー缶等、金属缶に入っている物は
　回収できません。（空容器も同じ）

収 集 日 は ６月 10日（土） です。

です。

収集場所は 小杉カントリーエレベーター と

と

と

下 村 ラ イ ス セ ン タ ー

射水カントリーエレベーター

新湊カントリーエレベーター
▲午前８：30～12：00まで受け付けます。
　収集場所では係員の指示に従い、確認を受けてください。
▲回収当日は印鑑をご持参してください。

回収経費は当日現金で申し受けます。

JAいみず野
富山県農業用廃プラスチック適正処理推進協議会

▲下記、剤ごとに分離し箱詰め願います。
　粉粒剤・水和剤・乳剤・クロールピクリン・石灰硫黄合剤・水和硫黄・水銀剤

このような場合は
お持ち帰り願います！

2
ポイント

3
ポイント

1
ポイント

いみず野だより　8



農家の皆さんへ
農業用廃プラスチック、廃棄農薬、回収のおしらせ
収集場所へ搬入する際は、下記のポイントを厳守して正しい収集処理にご協力ください。

❶ 農業用廃プラスチック❶ 農業用廃プラスチック
①ハウス用被覆ビニール（農ビ）　　②マルチ用ポリフィルム（農ポリ）
③肥料袋　　　　　　　　　　　　　④波板・育苗箱（木箱を除く）

正しく分類しましょう。

異物を取り除いて適正な梱包を。
▲廃プラについている「泥」や「金属」・「木くず」・「作物のくず」等は、きれいに
取り除いてください。（水洗いまでの必要はありません。）

農ビ、農ポリの梱包方法

肥料袋の梱包方法 波板・育苗箱・農薬容器の梱包方法

回収経費（80円／㎏税込）
１㎏に満たなくても80円とします。

回収経費（80円／㎏税込）
１㎏に満たなくても80円とします。

回収経費（80円／㎏税込）
１㎏に満たなくても80円とします。

（☆回収の対象となるものの①及び②）

●泥、金属、木くず、作物のくずを取り除き20㎏程度に束ね、
２ヵ所を結束してお持ちください。
（但し、大量にある場合は別途支店と相談してください。）

（☆回収の対象となるものの③）

●「泥」や「肥料の残り」を
完全に取り除き肥料袋20
枚をヒモで縛り、お持ち
ください。

（☆回収の対象となるものの④）

●波板は、10kg程度に縛りお持
ちください。
●育苗箱は、10枚を１梱包とし
てお持ちください。
●農薬空容器は、必ず水洗いを行ってから、ビニール
の袋に入れてお持ちください。

●正しく分類、梱包、箱詰めされてないもの
●異物が混入しているもの
●農薬容器に少量の薬液が残っているもの
●農業用以外の廃プラスチック

廃プラは野焼きせず回収処理で、きれいな環境を守りましょう。

☆回収の対象とするもの☆

▲廃プラは優秀なリサイクル原料です。上記①～④に分類してください。
　※塩化ビニールには　　　　　マークが表示されています。農ビ

このような場合は
お持ち帰り願います！

2
ポイント

1
ポイント
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ＪＡいみず野 ゴールデンウィーク期間営業日のご案内
４ 月 ５ 月

備　考28日㈮ 29日㈯祝 30日㈰ １日㈪ ２日㈫ ３日㈬祝 ４日㈭祝 ５日㈮祝 ６日㈯ ７日㈰

支 店 窓 口 ○ × × ○ ○ × × × × × 8:30～15:00

ローンセンター ○ × ○ ○ ○ × × × × ○ 9:00～16:00

Ａ Ｔ Ｍ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8:00～21:00

農業機械センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8:30～17:00

菜っちゃん（農産物売場） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9:00～15:00

菜っちゃん（資　材　館） ○ × × ○ ○ × × × × × 9:00～15:00

車 両 セ ン タ ー ○ × ○ × × × × × ○
8:30～16:00

○
8:30～16:00

8:30～17:00

カーポート大門 ○ ○
8:30～17:00 × ○

8:30～17:00
○

8:30～17:00
○

8:30～17:00
○

8:30～17:00
○

8:30～17:00
○

8:30～17:00 × 7:00～19:00

小杉物流センター ○ ○
8:00～16:30

○
8:00～16:30 ○ ○ ○

8:00～16:30
○

8:00～16:30
○

8:00～16:30
○

8:00～16:30
○

8:00～16:30
8:30～17:00

南郷物流センター ○ × × ○ ○ × × × × × 8:30～17:00

東部物流センター ○ × × ○ ○ × × × × × 8:30～17:00

本旅行のお申込・
お 問 合 せ は

各支店またはＪＡいみず野旅行センター 射水市北野1555−1　FAX（0766）52−0286

TEL（0766）52−0218富山県知事登録旅行業第２−267号　総合旅行業務取扱管理者　肥田 知久
営業時間／午前８：30～午後５：00　休業日／土曜・日曜・祝日

※消費税込み、入湯税150円別途　※GW期間（4/29～5/6）は、上記土・祝前日料金に+4,400円（税込）となります。
※仕入れ状況により内容が変わる場合もございます。　※写真はイメージです。　※詳しくはお問い合わせください。

◆ 食前酒
◆ 先付（二種盛り）
◆ 若竹煮
◆ 本鮪・白海老・他三種
◆ 万葉牛しゃぶ
◆ 鮑ステーキ

◆ 白海老唐揚げ
◆ 筍飯～高岡産万葉米～
◆ 御吸物
◆ 香の物
◆ 抹茶ムースと
　フルーツ盛り

春
色会

席

こ
の
時
季
お
す
す
め

期間：2023年３月１日（水）
　　　　〜５月31日（水）

大人（１室・１泊２食付） ５名様 ４名様 ３名様 ２名様

平日（月〜木曜日） 15,950円 17,600円 18,150円 20,350円

金・日・祝日 17,050円 18,700円 19,250円 21,450円

土・祝前日 19,250円 20,900円 21,450円 23,650円
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